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楽しく学び、確かな学力を身につける算数的活動
ー 統計的処理のよさを感得させる学習指導の工夫 ー

本単元のねらい

○ 身の回りにある事象について、目的に応じて観点を決め、

資料を分類整理して、これを表や棒グラフに表したりよんだ

りすることができること

○ 資料を整理し、児童自らが見い出したことを他の児童に

伝える手段としてのグラフの働きについて気づかせる。

児童の実態

○ 絵グラフや○図グラフから多い少ないをよむ学習をしている。

○ 生活の中で簡単な統計処理の経験をしている。

○ 自分で目的に合うデータを集めたり整理したりする経験は

あまりない。

○ ていねいに作業することが苦手な傾向がある。

与えられた事象を処理する学習に対しては、
受け身になるのではないか。

棒グラフの学習では

● 目的意識がないまま作業

→ よさや必要感を見出すことが難しい。

→ 生活の中で活用する態度や力は育ちにくい。

○ 「整理してみたい」という興味・関心のあるものを対象とする

→ 問題意識がもてる。

○ 生活の中から得た知識を生かす。

→ より洗練されたものへ迫ることができる。

子どもと創り上げる算数
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本研究の主張点

本来の学習の流れ
知識・理解・技能

かく・よむ 日常事象

発展

問題点
目的意識は！
主体性は！

本研究の学習の流れ

日常事象 かく・よむ

本単元の研究の視点

① 生活に結びついた学習素材の工夫

② 「かく」「よむ」活動の一体化を図る単元構成

児童の反応・第２時

見つけたこと

④ 「その他」

① 「正」の字

② 合計

③ 表題
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児童の反応・第３時

見つけたこと
① 目もり

② 線を太くする

④ 横軸・縦軸・表題

⑤ 多い順に書く

（③ 「棒グラフ」と教わる）
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目もりのとり方
目もりの取り方の工夫

１
目
も
り
の
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を
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え
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う



4

棒が長すぎるときは、１番長い棒の長さが
入るように1目もりの大きさをかえる。（大き
くする）

グラフが全体的に短いときは、１目もりを２ま
す、５ます・・・と大きくする。

少数意見が多いときは、別の仲間分けを考え
て、項目を減らす。

問題点① 「その他」が１番長い棒グラフでいいの？

仲
間
分
け

を
し
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
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問題点② グラフはいつも棒の長い順にするの？

横
軸
に
も
順
番
が

あ
る
の
か
な
ぁ

横軸に順序性があるときは、その順番どおりに
かくとよい。

問題点③ 数が少ないからといって、いつも「その
他」にしていいの？

「
そ
の
他
」

の
内
容
を

知
り
た
い
な
ぁ

横軸の項目数や種類が決まっている時は、少
数意見もかいたほうがよい。
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成果と課題

（成果）

棒グラフで表すよさを実感できたか

目的意識の喚起と
持続ができた

目的意識がずっと続いたか

思考力が高まった問題を解決する話し合いができたか

生活に生かそうと

する力が育った

（課題）

表の便利さが意識
されにくい
（＝表の便利さが薄れ
がち、見過ごされる）

理解を促す教材・教具
の工夫

「表からグラフ」だけでなく

「グラフから表」にかえるよ

うな学習活動を取り入れる

透明シートやパソコンでの

グラフ処理などの活用


